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理 念 
　 豊かな教養に支えら れた人間性， 学問の進歩に対応し う る 柔軟な適応能力と 課題探求・ 問題解決能力を 養い， 医学・

健康科学に対する 充分な理解と 確かな医療技術のも と に， 人々の健康と 福祉に貢献でき る 国際的視野を備えた人材を 育

成し ま す。

目 的
１  ． 医学・ 健康科学に対する 高度な知識と 技術を有し ， 医療環境や医療技術の急速な変化・ 発展に対応でき る 高い倫理

性と 柔軟な適応能力を 備え， 保健医療の中核を 担える 専門家を 育成し ， 人々の健康と 福祉に広く 貢献し ま す。

２  ． 高度の課題探求・ 問題解決能力と 国際的視野を 有する 教育者なら びに研究者を育成し ， 健康科学， 特に看護学及び

リ ハビ リ テーショ ン科学における 学問体系の発展及び技術の創造と 発展に寄与し ま す。

アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー
◆求める人材像
１ ． チーム医療や地域の保健医療において， 指導的・ 管理的役割を 担える 専門職者と なる 意欲のある 人

２  ． 地域の医療・ 保健問題の調査研究や問題解決に主体的に取り 組み， それを 通じ て看護学及びリ ハビ リ テーショ ン科

学の発展に寄与でき る 教育者， 研究者と なる 意欲のある 人

３ ． 特定の専門分野に深く 貢献でき る 高度の専門的職業人と なる 意欲のある 人

◆入学者選抜の基本方針
《 一般入試》
 　 保健学に関する 豊かな知識と 技術を 有し ， 人々の健康と 福祉に貢献する 意識の高い人を 求めま す。 同時にチーム医療

や地域の保健医療の中核を担う ための資質を備えた人を 求めま す。

 　 そのため， 入学試験において， 学力検査（ 小論文） で「 読解力・ 判断力・ 表現力・ 論理的思考力， 幅広い知識」 を 評

価し ， 面接を 課し て「 課題探求能力， 問題解決のための意欲およ び意思伝達能力」 を 総合的に評価し ま す。

《 社会人特別入試》
　 保健学に関する 豊かな知識と 技術なら びに経験に基づく 問題意識を 有し ， 人々の健康と 福祉に貢献する 意識の高い人

を求めま す。 同時にチーム医療や地域の保健医療の中核を 担う ための資質を 備えた人を 求めま す。

　 そのため， こ れま での業績・ 職務内容を 評価する と 共に， 入学試験において， 学力検査（ 小論文） で「 読解力・ 判断

力・ 表現力・ 論理的思考力， 幅広い知識」 を 評価し ， 面接を課し て「 課題探求能力， 問題解決のための意欲およ び意思

伝達能力」 を 総合的に評価し ま す。

カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー
　 地域の健康と 福祉の問題解決に主体的に取り 組み， 保健医療の中核を担える 高度な知識と 技能を有する 人材を 養成す

る ための教育課程を編成し ま す。

　 共通科目では， 秋田県の保健医療の現状と 課題の理解， 保健医療倫理の高度な思考， 指導的・ 管理的能力， 並びに国

際的視野を養成し ま す。 看護学領域と リ ハビ リ テーショ ン科学領域では， 様々な臨床的問題を 論理的に解決する ための

研究指導を行いま す。

　 看護学領域のがん看護専門看護師（ CNS） コ ース では， がん看護の高度な実践能力を 育成する ための科目を 配置し ，

診療看護師（ NP） コ ース では， 周術期， 急性期， 慢性期， 在宅療養の各診療や療養の場で活躍する ために必要な科目

を配置し ま す。

　 学修成果の評価の方針（ アセス メ ント ・ ポリ シー） に則り ， 各科目シラ バス に明記さ れた到達目標・ 評価方法に基づ

き ， 厳格かつ公正な成績評価を 行いま す。 研究指導は， １ 年次に指導教員を 決定し ，「 研究計画書及び研究指導計画書」

によ り 指導教員の指導のも と にテーマと 年次研究計画を 作成し ま す。 専門分野の内容に応じ た演習， 講義など を 通し て

指導教員の指導のも と に研究を 遂行し ま す。 ２ 年次の初期に「 研究計画書及び研究指導計画書」 によ り 指導教員の指導

のも と に前年度の評価を 行っ たう え， 研究の年次計画を 作成し ， 指導教員の指導のも と に研究を遂行し 修士論文を作成

し ま す。 修了にあたり ， 学位論文審査を実施し ， 教授会の議を 経て， 学位（ 修士） を 授与し ま す。 学位論文の評価は別

に定める 「 秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻の学位論文の審査に関する 取扱要項」 に基づき 行いま す。

ディ プロマ・ ポリ シー
・ 医療人と し て専門分野について高度の知識と 優れた技術を 習得し ている 。

・ 人間性や倫理観を裏付ける 豊かな人格を 持ち， 幅広く 高い教養を 身につけている 。

・  ニード のある 人々の医療や保健活動に関する 身体的・ 心理的・ 社会的な健康状態を 科学的に評価し ， 情報の統合と 的

確な判断を 行い， 必要な行動を 示すこ と ができ る 。

・ 障がいのある 人々やその家族を 理解し 支援でき る 柔軟で豊かな人間性を 身につけている 。

理  念  ・   目  的
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〈 綴じ 込み書類等〉

・ 入学志願票（ 裏面： 履歴書）

・ 受験票・ 写真票

・ 研究希望調書

・ 払込取扱票・ 振替払込請求書兼受領証・ 振替払込受付証明書（ 検定料振替用）

・ 検定料振替払込受付証明書貼付台紙

・ 業績・ 職務調書

・ 出願資格認定申請書（ 裏面： 履歴書）

・ あて名票

・ 受験票送付用封筒

・ 出願書類送付用封筒

【 入学志願者の個人情報保護について】

　 本研究科では， 提出さ れた出願書類よ り 志願者の個人情報を取得し ， ま た， 入学試験の実

施によ り 受験者の個人情報を取得し ま すが， こ れら の個人情報は， 以下の目的で利用し ま す。

　 １ ． 入学者選抜に関する 業務（ 統計処理などの付随業務を含みま す。）

　 ２ ． 入学手続完了者にあっ ては， 入学者データ と し て， 入学後の修学指導業務， 学生支援

業務及び授業料徴収業務



令和９ 年度入学試験日程

年 月 日 曜 事　 項

８

８

５ 水

出願資格認定申請期間

　（ 出願資格※⑨ま たは出願資格※⑩によ り ， 出願し よ う と する 者が対象）

７ 金

20 木

出願資格審査結果通知

24 月

27 木

出願期間

　（ 原則と し て郵送）

・ 社会人特別入試を希望する 場合は， 入学願書

の所定欄を○で囲んでく ださ い。

31 月

９ 26 土 入学試験（ 試験場： 秋田大学医学部 保健学科棟・ 医学系研究棟）

10 ９ 金 合格者発表（ 15時予定）

９ ２

８ 月

入学手続期間

　（ 土・ 日曜を除く 。 詳細については， 合格通知書と と も に送付し ま す。）

18 木



１ ． 募集人員

専攻 領域 分野 学位 募集人員

保健学

看護学

基礎・ 地域看護学

修士（ 看護学）

12名

臨床看護学

（ がん看護専門看護師CNSコ ース 及び

診療看護師NPコ ース を含む）

リ ハビ リ テーショ ン 科学
理学療法学 修士（ リ ハビ リ テ ー

ショ ン 科学）作業療法学

注） 本研究科では， 入学後の履修方法・ 研究テーマなど について， 事前相談を 求めていま す。

　 　 各領域・ 分野の担当教員は，「 1 4 －４ 　 各領域・ 分野の研究指導担当教員と 研究テーマ」 に記載のと

おり ですので， 出願前に必ず事前相談をし てく ださ い。

２ ． 入試区分

　 ⑴　 全領域・ 分野で「 一般入試」 と 「 社会人特別入試」 を 行いま す。

　 ⑵　 社会人特別入試を 希望する 者については， 提出書類等の「 業績・ 職務調書」 に記載し てく ださ い。

３ ． 出願資格

　 　 　 次のいずれかに該当する 者

　 　 　 なお， 出願資格の判断が難し い場合は， 必ず事前に問い合わせる こ と 。

　 ①　 大学を 卒業し た者及び令和９ 年３ 月ま でに卒業見込みの者

　 ②　 学校教育法（ 昭和22年法律第26号） の定めによ り ， 大学評価・ 学位授与機構から 学士の学位を 授与さ れた

者及び令和９ 年３ 月ま でに授与さ れる 見込みの者

　 ③　 外国において， 学校教育における 16年の課程を 修了し た者及び令和９ 年３ 月ま でに修了見込みの者

　 ④　 外国の学校が行う 通信教育における 授業科目を 我が国において履修する こ と によ り ， 当該外国の学校教育

における 16年の課程を 修了し た者及び令和９ 年３ 月ま でに修了見込みの者

　 ⑤　 我が国において， 外国の大学の課程（ その修了者が当該外国の学校教育における 16年の課程を 修了し たと

さ れる も のに限る 。） を 有する も のと し て当該外国の学校教育制度において位置付けら れた教育施設であ

っ て， 文部科学大臣が指定し たも のの当該課程を修了し た者

　 ⑥　 専修学校の専門課程（ 修業年限が４ 年以上である こ と その他の文部科学大臣が定める 基準を 満たすも のに

限る 。） で文部科学大臣が別に指定する も のを 文部科学大臣が定める 日以後に修了し た者及び令和９ 年３

月ま でに修了見込みの者

　 ⑦　 文部科学大臣の指定し た者（ 昭和28年文部省告示第５ 号）

　 ⑧　 学校教育法（ 昭和22年法律第26号） の定めによ り 他の大学院に入学し た者であっ て， 大学院において， 大

学院における 教育を受ける にふさ わし い学力がある と 認めら れた者

※⑨　 大学に３ 年以上在学し ， 又は外国において学校教育における 15年の課程を 修了し ， 本研究科において， 所

定の単位を優れた成績を も っ て修得し たも のと 認めた者
注１ ）

※⑩　 本研究科において， 個別の入学資格審査によ り ， 大学を 卒業し た者と 同等以上の学力がある と 認めた者で，

令和９ 年３ 月31日ま でに22歳に達する 者注１ ）

　 　 注１ ） 出願資格※⑨又は出願資格※⑩によ り 出願し よ う と する 者は， 個別の出願資格審査が必要ですので,４

頁「 1 0 ． 出願資格審査」 によ り 手続を し てく ださ い。（ 申請期限： ８ 月７ 日（ 金）「 1 7： 0 0 必着」）

　 　 注２ ） がん看護CNSコ ース 又は診療看護師NPコ ース を 希望する 場合は， 実務経験等の必要条件があり ま すの

で， 事前相談でご確認く ださ い。

　 　 　《 相談先》 CNSコ ース ： 赤川祐子准教授， NPコ ース ： 吉岡政人教授， 利緑講師（ 14頁以降参照）

４ ． 出願手続

　 　 出願書類は一括し ， 本要項に添付さ れている 封筒に入れて， 原則と し て郵送し てく ださ い。

　 ⑴　 出願期間

　 　 　 令和８ 年８ 月2 7 日（ 木） ～８ 月3 1 日（ 月）「 1 7： 0 0 必着」

　 ⑵　 提出先

　 　 　 秋田大学大学院医学系研究科・ 医学部学務課保健学科担当

　 　 　 〒010-8543　 秋田市本道一丁目１ - １
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　 ⑶　 出願書類

　 ＜全志願者が提出する も の＞

提出書類等 摘　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 要

入学志願票 本学所定の用紙（ 裏面： 履歴書） に所要事項を 記入し たも の

受験票・ 写真票
本学所定用紙に所要事項を 記入し ， 写真票に写真（ 出願前３ か月以内に撮影し た縦

４ ㎝×横３ ㎝， 正面， 上半身， 無帽のも の） を 貼っ たも の

卒業（ 見込） 証明書
最終出身学校（ 学部） 長が作成し たも の

※本学医学部出身者は提出不要です。

成績証明書

最終出身学校（ 学部） 長が作成し 厳封し たも の。 ただし ， 短期大学又は高等専門学

校の専攻科の出身者は， 短期大学又は高等専門学校と 専攻科の両方

※本学医学部出身者は提出不要です。

研究希望調書 本学所定の用紙に所要事項を 記入し たも の

検定料

（ 振替払込受付証明書）

検定料は30,000円です。 本学所定の払込取扱票に， 志願者本人の氏名その他所要事

項を記入し ， 原則と し て令和８ 年８ 月17日（ 月） 以降出願前ま でにゆう ちょ 銀行又は

郵便局の窓口で振り 込んでく ださ い。（ 振込手数料は負担願いま す） ※A TM は使用

し ないでく ださ い。

振込の際に受領する 「 振替払込受付証明書」 を 台紙に貼っ てく ださ い。 台紙には志

願者本人の氏名を 記入し てく ださ い。 出願手続き 完了後， 既納の検定料は， いかな

る 理由があ っ ても 返還し ま せん。 ただし ， 検定料の払込後に出願し なかっ た場合は

返還し ま すので， 原則と し て令和８ 年９ 月１ 日（ 火） ～９ 月７ 日（ 月） ま での間に秋

田大学経理・ 調達課出納担当（ 018-889-2234） へ申し 出願いま す。

受験票送付用封筒 本学所定の封筒に， 郵便番号， 住所， 氏名を 明記し 410円分の切手を 貼ったも の

あて名票 合格通知等の連絡を受ける あて先を 記入し てく ださ い。

　 ＜該当する 者のみが提出する も の＞

学位授与証明書

出願資格②に該当する 者で既に学位を 授与さ れている 者は， 学位授与機構が発行し

たも の。

令和９ 年３ 月ま でに学位を 授与さ れる 見込みの者は， 入学志願票の「 取得見込」 を

○で囲んでく ださ い。（ 入学手続き の際に「 学位授与証明書」 の提出が必要です。）

在留資格が明記さ れ

た住民票の写し
日本国内に在住し ている 外国人は， 市区町村長の発行し たも の

業績・ 職務調書 社会人特別入試志願者は， 本学所定用紙に所要事項を 記入し たも の

注１ ） 提出書類は一括し て所定の封筒に入れて提出し てく ださ い。

　 ２ ） 出願書類に不備がある 場合は， 受理し ま せん。

　 ３ ） 出願資格認定申請を 行っ た者は， その際に提出し た書類（ 卒業（ 見込） 証明書， 成績証明書， 業績・

職務調書） を再提出する 必要はあり ま せん。

　 ４ ） 改姓によ り ， 各証明書の「 姓」 が異なる 場合は， 改姓を 証明する 書類を 添付し てく ださ い。

　 ５ ） 出願書類に虚偽があった場合は， 入学後でも 入学許可を 取り 消すこ と があり ま す。

５ ． 選抜方法

　 　「 一般入試」

　 　 入学者の選抜は， 学力検査（ 小論文） 及び面接の結果と 提出書類の内容を総合し て行いま す。

　 　「 社会人特別入試」

　 　 入学者の選抜は， 学力検査（ 小論文） 及び面接の結果と 提出書類の内容を 総合し て行いま す。

　 ⑴　 学力検査科目等

　 　 　【 小論文】

　 　 　 　 読解力及び表現力を 評価し ま す。
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　 　 　【 面　 接】

　 　 　 　 提出さ れた「 研究希望調書」 等に基づいて， 課題探求能力， 問題解決のための意欲及び意思伝達能力を

全般的に評価し ま す。

　 ⑵　 入学試験の日時及び試験場

試　 験　 日 科目等 試験時間 試　 験　 場

令和８ 年９ 月2 6 日（ 土）

試験概要説明 ８： 50 ～ ９： 00

秋田大学大学院医学系研究科・ 医学部保健

学科棟・ 医学系研究棟

　（ 17頁「 試験場案内図」 のと おり ）

【 小論文】 ９： 00 ～ 10： 30

【 面　 接】 11： 00 ～

６ ． 合格者の発表

　 　 令和８ 年1 0 月９ 日（ 金） 1 5 ： 0 0 （ 予定）

　 　 　 ・ 合格者に合格通知書を 郵送する と と も に大学院医学系研究科・ 医学部ホーム ページに合格者の受験番号

を 掲載し ま す。（ https://w w w .m ed.akita-u.ac.jp）

　 　 　 ・ 電話等によ る 問い合わせには一切応じ ま せん。

７ ． 入学手続の概要

　 　 入学手続等の概要は次のと おり です。 詳細については， 合格者に対し て別途お知ら せし ま す。

　 ⑴　 入学手続期間

　 　 　 令和９ 年２ 月８ 日（ 月） ～２ 月1 8 日（ 木）（ 土・ 日曜， 祝日を除く ）

　 ⑵　 納付金

　 　 　 入学料　 　 282,000円（ 予定額）

　 　 　 授業料　 　 前期分 267,900円　［ 年額 535,800円］（ 予定額）

　 　 　 　 ◎入学時及び在学中に授業料の改定が行われた場合は， 改定時から 新授業料を適用し ま す。

　 ⑶　 入学料の免除及び徴収猶予について

　 　 　 経済的理由によ り 入学料の納付が困難であり ， かつ学業優秀と 認めら れる 場合， 入学前１ 年以内に， 学資

負担者の死亡又は本人も し く は学資負担者が風水害等の災害を 受けたこ と によ り ， 入学料の納付が著し く 困

難である 場合については， 本人の願い出によ り 選考の上， 入学料の全額又は半額を 免除も し く は徴収を 猶予

する 制度があり ま す。

　 ⑷　 授業料の免除等について

　 　 　 経済的理由によ り 授業料の納付が困難であり ， かつ学業優秀と 認めら れる 場合， 学資負担者の死亡又は本

人も し く は学資負担者が風水害等の災害を 受けたこ と によ り ， 授業料の納付が著し く 困難と 認めら れる 場合

については， 本人の願い出によ り 選考の上， 授業料の全額， 半額又は３ 分の１ を 免除する 制度があり ま す。

８ ． 履修方法の特例について

　 　 こ の制度は， 職業を有する 者が在職のま ま 大学院で学べる よ う ， 夜間・ 休日等に授業を 行う も のです。

　 　 こ の特例（ 夜間・ 休日等の授業） と ， 次の長期履修と の組み合わせも 可能ですので， 希望者は， 志望領域・

分野の担当教員と 十分な事前相談を し て， 入学後の履修に支障のないよ う にし てく ださ い。

９ ． 長期履修について

　 　 こ の制度は， 職業を 有し ている 等の理由によ り ， 修業年限（ ２ 年） を 超えて一定の期間にわたり 計画的に教

育課程を 履修する も のです。

　 ⑴　 履修期間

　 　 　 履修期間は， 本人の希望によ り ３ 年又は４ 年（ 最長） と なり ま す。

　 ⑵　 授業料

　 　 　 在学中に納付する 授業料の総額は， 通常の授業料の２ 年分と なり ま す。 従っ て， 履修期間を ４ 年と し て許

可さ れた場合， 通常の授業料の２ 分の１ の額を ４ 年間にわたっ て納付する こ と と なり ま す。

　 ⑶　 申請方法

　 　 　 長期履修を 希望する 場合は， 入学志願票の所定欄を ○で囲んでく ださ い。 合格通知書送付時に， 申請手続

方法について通知し ま す。

　 　 　 なお， 履修期間は， 就学事情の変動によ り 変更する こ と ができ ま す。 ま た， 入学後に申請する 場合は， 翌

年度から の適用になり ま す。
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1 0 ． 出願資格審査

　 　 出願資格※⑨又は※⑩によ り 出願し よ う と する 場合は， 事前に出願資格の認定を得る 必要があり ま す。

　 　 出願資格認定申請の方法は， 次のと おり です。

　 　 １ ） 提出書類

　 　 ○出願資格※⑨によ る 認定を希望する 場合

出願資格認定申請書 本学所定の用紙（ 裏面： 履歴書） に所要事項を記入し たも の

成績証明書 在籍大学（ 学部） 長が作成し ， 厳封し たも の（ 様式任意）

在学証明書 在籍大学（ 学部） 長が作成し たも の（ 様式任意）

推薦書 在籍大学（ 学部） 長が作成し たも の（ 様式任意）

審査結果通知用返信封筒 定形封筒に本人の住所・ 氏名を 記入し 110円分の切手を貼っ たも の

　 　 ○出願資格※⑩によ る 認定を希望する 場合

出願資格認定申請書 本学所定の用紙（ 裏面： 履歴書） に所要事項を記入し たも の

最終学校の成績証明書 出身学校長が作成し ， 厳封し たも の

最終学校の卒業証明書 出身学校長が作成し たも の

最終学校の規程等 教育課程及び卒業要件が記載さ れている も の

在職期間証明書 在職期間及び職種について， 勤務先の所属長が作成し たも の（ 様式任意）

業績・ 職務調書 本学所定の用紙に研究業績及び職務における 実績等を 記入し たも の

審査結果通知用返信封筒 定形封筒に本人の住所・ 氏名を 記入し 110円分の切手を貼っ たも の

　 　 ＜出願資格※⑩によ る 認定を希望する 場合は， 次の実務経験が必要です。 ＞

最　 　 終　 　 学　 　 歴 実　 務　 経　 験　 の　 期　 間

Ⅰ． ２ 年制短期大学の卒業者 ２ 年以上

Ⅱ． ３ 年制短期大学の卒業者 １ 年以上

Ⅲ． 高等専門学校の卒業者 ２ 年以上

Ⅳ． 修業年限が２ 年以上の専

修学校の専門課程の卒業者

大学卒業ま での最短修業年限（ 16年） から 当該専門課程卒業ま での修業年

限を 差し 引いた年数以上

Ⅴ． その他国内外の教育施設

の卒業又は修了者

大学卒業ま での最短修業年限（ 16年） から 当該学校又は施設の卒業又は修

了ま での修業年限を 差し 引いた年数以上

上記Ⅰ． から Ⅴ． に掲げる 学

校等の退学者

大学卒業ま での最短修業年限（ 16年） から 当該の退学し た学校の退学時ま

での修業年を 差し 引いた年数以上

注） 実務経験の期間と は， 病院等における 臨床実務に従事し た期間， 大学又は短期大学に研究生と し て在籍し た期間短

期大学又は高等専門学校の専攻科に在籍し た期間， 教育職又は研究職と し て在職し た期間等です。

　 　 ２ ） 申請期間

　 　 　 　 令和８ 年８ 月５ 日（ 水） ～８ 月７ 日（ 金）「 1 7： 0 0 必着」

　 　 　 　 ◎郵送の場合は速達簡易書留扱いと し ， 封筒の表に「 保健学専攻資格審査書類在中」 と 朱書き 願いま す。

　 　 ３ ） 提出先

　 　 　 　 〒010-8543　 秋田市本道一丁目１ - １

　 　 　 　 秋田大学大学院医学系研究科・ 医学部学務課保健学科担当

　 　 ４ ） 審査結果の通知

　 　 　 　 出願資格認定審査の結果は， 令和８ 年８ 月24日（ 月） ま でに通知し ま す。
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1 1 ． 配慮を必要と する入学志願者の事前相談

　 　 病気・ 負傷， 身体障害及び発達障害等の心身の機能の障害（ 以下，「 障害等」 と いう 。） によ り ， 受験上及び

修学上の配慮を 必要と する 可能性のある 入学志願者は， 出願に先立ち， 下記事項Ⅰ～Ⅴを 記入し た文書（ 様式

任意） に医師の診断書等を 添えて， 大学院医学系研究科・ 医学部学務課保健学科担当に相談し てく ださ い。 日

常生活において， ごく 普通に使用し ている 補聴器， 松葉杖， 車椅子等を 使用し て受験する 場合や出願後に不慮

の事故等によ り ， 受験上の配慮が必要と なっ た場合には， 速やかに相談し てく ださ い。

　 　 ま た， 障害等の程度によ っ ては， 事前の準備が必要と なる 場合があり ま すので， 本学への出願を 迷っ ている

場合でも あら かじ め相談いただき ， 進路決定等によ り 特別措置が不要と なっ た場合には， その旨速やかにお知

ら せく ださ い。

　 　 なお， 事前相談の内容等が合否判定のための資料になる こ と はあり ま せん。

　 　 Ⅰ　 志望専攻， 氏名， 年齢， 連絡先住所， 電話番号

　 　 Ⅱ　 障害等の種類及び程度

　 　 Ⅲ　 受験上及び修学上希望する 配慮の内容

　 　 Ⅳ　 出身学校等でと ら れていた特別措置

　 　 Ⅴ　 日常生活の状況

区　 分 障 害 等 の 程 度

視覚障害

両眼の視力がおおむね0.3未満のも のま たは視力以外の視機能障害が高度のも ののう ち，

拡大鏡等の使用によ っ ても 通常の文字， 図形等の視覚によ る 認識が不可能ま たは著し く

困難な程度のも の

聴覚障害
両耳の聴力レ ベルがおおむね60デシベル以上のも ののう ち， 補聴器等の使用によ っ ても

通常の話声を 解する こ と が不可能ま たは著し く 困難な程度のも の

肢体不自由

１ 　 肢体不自由の状態が補装具の使用によ っ ても 歩行， 筆記等日常生活における 基本的

な動作が不可能ま たは困難な程度のも の

２ 　 肢体不自由の状態が前号の掲げる 程度に達し ないも ののう ち ， 常時の医学的観察指

導を 必要と する 程度のも の

病弱

１ 　 慢性の呼吸器疾患， 腎臓疾患及び神経疾患， 悪性新生物その他の疾患の状態が継続

し て医療ま たは生活規制を 必要と する 程度のも の

２ 　 身体虚弱の状態が継続し て生活規制を 必要と する も の

その他 上記以外で， 受験上及び修学上の配慮を 必要と する も の

注） 学校教育法施行令第22条の３ の規定に準拠し ていま す。

1 2 ． 出願に関する問い合わせ先

　 　 秋田大学大学院医学系研究科・ 医学部学務課保健学科担当

　 　 電話 018-884-6543　 FA X 018-836-9845

1 3 ． その他

　 　 本学では， 外国為替及び外国貿易法に基づき ， 秋田大学安全保障輸出管理規程を 定め， 外国人留学生等の受

入れに際し 審査を 実施し ていま す。 規制事項に該当する 場合は， 希望する 教育が受けら れない場合や研究テー

マに制約がかかる 場合があり ま す。
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1 4 ． 医学系研究科保健学専攻（ 博士前期課程） の概要等

1 4 －1 ． 専攻の概要

　 専攻の目的

　 　 保健医療の中核を 担う べく 高度な知識と 技能を 有し ， かつ高い倫理性と 柔軟な適応能力を 備えた人材を 社会

に送り 出し ， 地域の人々の健康と 福祉に貢献する 。 さ ら に， 高度な課題探求・ 問題解決能力と 国際的視野を 有

する 教育者なら びに研究者を 育成し ， その専門分野における 学問的発展に寄与する 。

　 専攻の目標

　 　 地域の生活環境の特性と そこ に派生する 健康問題への支援のあり 方について精通し ， 臨床現場において派生す

る 様々な問題の解決能力に優れた， 高度な実践能力を有する 専門職を養成する 。 加えて， 専門職と し て相応し い

倫理性と 国際的な視野を有し ， 保健・ 医療・ 福祉チームの中で指導的・ 教育的役割が担え， 医療現場における リ

ス ク マネジメ ント に精通し ， 状況によ り 管理者と し ての能力も 発揮でき る 優れた人材の養成を目標と する 。

　 　 具体的には， 各分野で次のよ う な人材を 育成する こ と を 目標と する 。

　 ⑴　 看護学領域の基礎・ 地域看護学分野では， 看護学に共通する 概念・ 役割・ 機能・ 看護技術を 深く 洞察し ，

看護上の課題を 科学的に探究し て解決する 能力を 有し ， 指導的・ 管理的役割を 担える 専門職， 及び地域や在

宅における 看護上の課題に関し て研究的手法を 用いて探究する 方法を 修得し 看護実践に応用展開でき る 専門

職を 養成する 。

　 ⑵　 看護学領域の臨床看護学分野では， 生から 死ま でのあら ゆる 発達段階の様々な健康レ ベルの対象に対し て，

高度な専門知識と 多角的な視点から 課題を 探求し 問題を 解決する 能力を 有し ， その専門分野の発展に寄与す

る と と も に指導的役割を 担える 専門職を 養成する 。

　 　 　 がん看護専門看護師（ CNS） コ ース およ び診療看護師（ NP） コ ース では， 高い専門性と 優れた看護実践能

力を も つ高度実践看護師を 養成する 。

　 ⑶　 リ ハビ リ テーショ ン 科学領域の理学療法学分野では， 人間の生活機能に影響を 及ぼす生物的， 個人的， 社

会的要因の分析の上に， 種々の疾患や健康状態から 引き 起こ さ れる 生活機能の低下予防と その賦活において，

高度の臨床能力を 有する 理学療法士を 育成する 。

　 ⑷　 リ ハビ リ テーショ ン 科学領域の作業療法学分野では， 作業行動理論及び関連する 諸理論に対する 深い理解

の上に， 特に多様な疾患と 症状を 有する 作業療法の対象者の特性に合わせた効果的な介入において， 高度の

臨床能力を 有する 作業療法士を 育成する 。

　 　 　 ま た両分野と も ， チーム 医療の中で他職種と 連携し て指導的・ 管理的役割を 担える 理学療法士・ 作業療法

士の育成を めざす。

1 4 －2 ． 教育研究の内容

　 教育課程の特色

　 　 医学系研究科保健学専攻の個々の教員の知的資産が， 効率よ く 継承さ れ探求さ れる 教育課程と する 。 医学系

研究科医学専攻及び医学部附属病院と 連携し て専門性を 重視し た教育・ 研究を 行う 。 さ ら に， 秋田大学の他学

部やセンタ ー・ 機構， 秋田県， 秋田市と も 連携し ， 幅広い視点から 教育を 行う 。

　（ 1） 保健学専攻共通カリ キュ ラ ム の特色

　 　 　 少子・ 高齢社会において， 地域に生活し ている 対象の自立を 支援する ために， 保健・ 医療・ 福祉の有機的

なネッ ト ワ ーク が必要と なる 。 そのためのコ ・ メ ディ カルス タ ッ フ の育成を 目指し ， 保健学専攻２ 領域が連

携し た共通科目を 設定する 。

　 　 　 保健・ 医療・ 福祉のチーム の中で指導的役割を 担う ためには， 自己の位置づけを 自覚する と と も に， さ ら

なる 役割を 探求する 姿勢が必要と さ れる 。 現代の保健医療の現状と 課題についての理解を 基盤に， 秋田県の

生活環境の特性と 健康問題に対する 支援を 探求する ため，保健学特論を 必修科目と する 。 さ ら に，保健・ 医療・

福祉チーム のリ ーダーシッ プを 担う 人材育成の基本と し て高い倫理性が求めら れる 。 そのため， 保健医療倫
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理学を 必修と し ， かつ１ 年次前期に設定し ， こ こ で生命倫理を 深く 理解し ， 保健医療の場で遭遇する 倫理的

課題への取り 組みについて探求する 。 ま た， 指導的・ 管理的役割を 担う 能力や， 国際的視野を 持っ て活動で

き る こ と を めざし ， 保健医療管理学及び国際保健医療協力論を 隔年で開講する 。

　

　 ⑵　 看護学領域のカリ キュ ラ ムの特色

　 　 　 看護学領域は， 保健医療福祉チーム において高度な知識と 技術に基づく ケアが実践でき ， 指導的・ 管理的

役割を 担う 看護者， 看護学の発展に寄与でき る 教育者， 研究者の育成を めざす。 すなわち， 対象の健康上の

ニーズを 的確に判断し ， 科学的な根拠に基づいた実践能力， 指導力， 研究能力育成を めざす。 こ の看護学領

域の共通科目と し て， 看護学研究方法論と 看護教育学並びに看護政策論を 開設する 。 看護学研究方法論は１

年次前期に開設し ， 保健医療に関わる 研究課題の探求と 研究方法の修得を めざす。 看護政策論は隔年開講と

する 。

　 　 　 看護学領域の専門科目は， 健康問題解決のための実践活動の基盤と なる 基礎・ 地域看護学と 各ラ イ フ ス テ

ージにある 対象の健康問題解決のための実践活動を 探求する 臨床看護学の２ つの分野で構成する 。 各分野の

特色は以下のと おり である 。

　 　 １ ） 基礎・ 地域看護学分野

　 　 　 　 看護学に共通する 概念･役割・ 機能の多面的な理解， 看護技術の科学的な探求を めざす。

　 　 　 　 特に看護職の健康管理に関する 理論的アプロ ーチ， 並びに高度な理論的根拠に基づいた看護技術の構築

と テク ノ ロ ジーを 活用し た効果的な教授法， 地域における 保健医療福祉活動と 有機的に連携する シス テム

の構築のための役割・ 機能及び実践活動について探求する 。

　 　 ２ ） 臨床看護学分野

　 　 　 　 生から 死ま であら ゆる 発達段階のあら ゆる 健康レ ベルにある 対象に対し て， 健康問題を 解決する ための

実践活動について， 理論と 方法を 探求する 。 特に， 実践能力の向上を めざし ， 対象理解のための理論と 健

康問題解決のための援助方法を 探求する 。

　 　 　 　 がん看護専門看護師（ CNS） コ ース では， がんと 共に生き る 人々を 身体的， 心理的， 社会的， そし てス

ピ リ チュ アルな存在と し て理解し ， 最期ま で苦痛に対する 十分な緩和ケアと 質の高いQOLが保証でき る よ

う ， 高度ながん看護に必要な理論と 実践方法を 学び， さ ら にがん看護の発展に寄与する 課題を 探求する 。

　 　 　 　 診療看護師（ NP） コ ース では， 医療・ 介護・ 福祉の提供者の視点から ， 患者・ 家族への安心かつ安全に

援助を 提供する シス テム の要と なり う る 医療者を 育成し ， 周術期， 急性期， 慢性期， 在宅療養の各診療や

療養の場で活躍でき る 高度な実践能力を 育成する 。

　 　 　 　 ま た， がん看護専門看護師（ CNS） コ ース およ び診療看護師（ NP） コ ース は， 大学等における 社会人や

企業等のニーズに応じ た実践的・ 専門的なプロ グラ ムと し て， 文部科学省が定める 「 職業実践力育成プロ

グラ ム （ Brush up Program for professional 通称BP）」 の認定を 受けた。

　 ⑶　 リ ハビ リ テーショ ン 科学領域のカリ キュ ラ ム の特色

　 　 　 リ ハビ リ テーショ ン 科学領域では， 高度の臨床能力を 備え， チーム 医療の中で他職種と 連携し て指導的・

管理的役割を 担える 理学療法士・ 作業療法士の育成を めざす。 ま た， 理学療法学・ 作業療法学の教育・ 研究

能力の育成を 図る 。 そのためのカリ キュ ラ ム の特色は， ①特別研究担当教員によ る 入学後一貫し た学生への

個別指導， ②学生の事例研究を 通し ての高い臨床能力の育成を 図る 指導， ③チーム 医療を 推進する ための基

礎と なる 生活機能モデルに視点を 置いた領域共通科目の開設である 。

　 　 　 一貫し た学生への個別指導は， 1年前期： 理学療法・ 作業療法研究法特論， 1年後期： 理学療法学・ 作業療

法学演習， 2年通年： 理学療法学・ 作業療法学特別研究を 担当する 特別研究担当教員によ って行われる 。

　 　 　 高い臨床能力の育成を 図る 指導は， 学生が担当し ている 患者の事例研究を 通し て， ク リ ニカルリ ーズニン

グ（ 臨床的推論） と 根拠に基づいたリ ハビ リ テーショ ン 介入の能力を 高める ために， 理学療法・ 作業療法研

究法特論で特別研究担当教員によ って行われる 。

　 　 　 生活機能に視点を 置いた領域共通科目と し て， 生活機能学特論， 障害保健医療学特論， 生活支援技術学特

論を 開設する 。 こ れら は，「 障害」 モデルから 「 生活機能」 モデルに転換し た新し い国際障害分類の理念に

そっ た内容の科目であり ， チーム 医療の中で他職種と 連携し て指導的・ 管理的役割を 担える 能力の育成を め

ざす。

　 　 　 リ ハビ リ テーショ ン 科学領域は， 理学療法学分野と 作業療法学分野から なる 。 各分野の特色は以下のと お

り である 。
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　 　 １ ） 理学療法学分野

　 　 　 　 理学療法学分野では， 基礎理学療法学と 病態理学療法学の２ 学域を 設け， 科学的根拠に基づく 理学療法

の知識・ 技術を 探求する 。 基礎理学療法学では， 人間の生活機能に影響を 及ぼす生物的， 個人的， 社会的

要因と それに対する 介入法など の基礎的テーマを 扱う 。 病態理学療法学では， 種々の疾患や健康状態から

引き 起こ さ れる 生活機能低下の回復と いう 臨床的， 実践的テーマを扱う 。 ま た， 臨床に基礎を おいた教育，

指導の一環と し て， 特別研究担当教員が修士論文の作成を 指導する と と も に， 学生が担当する 患者の事例

研究を 通し て， 高度の臨床能力の育成を 図る 。

　 　 ２ ） 作業療法学分野

　 　 　 　 作業療法学分野では， 基礎作業療法学と 病態作業療法学の２ 学域を 設け， 科学的根拠に基づく 作業療法

の知識・ 技術を 探求する 。 基礎作業療法学では， 作業行動理論及び関連する 諸理論の探求から 作業療法の

基礎と なる 理論的背景を 修得する 。 病態作業療法学特論では， 特に多様な疾患と 症状を 有する 作業療法の

対象者の特性に合わせた効果的な介入のあり 方を テーマと する 。 ま た， 臨床に基礎を おいた教育， 指導の

一環と し て， 特別研究担当教員が修士論文の作成を 指導する と と も に， 学生が担当する 患者の事例研究を

通し て， 高度の臨床能力の育成を図る 。
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1 4 －3 ． 教育課程及び履修方法

教育課程

　 看護学領域

科目

区分
授業科目の名称

単
位
数

分野別履修方法

備　 考基礎・ 地域看護学分野 臨床看護学分野

必修 選択Ａ 選択Ｂ 必修 選択Ａ 選択Ｂ

専
　
攻

　
共

　
通

保健学特論

保健医療倫理学

保健医療管理学

国際保健医療協力論

情報分析学

教育原理Ⅰ

教育原理Ⅱ

教育心理

教育課程・ 教育評価

教育方法

２

２

２

２

１

１

１

２

１

１

２

２

２

２

２

２

自由科目
教育学に関する 科目

自由科目
教育学に関する 科目

自由科目
教育学に関する 科目

自由科目
教育学に関する 科目

自由科目
教育学に関する 科目

看
　
　
護

　
　
学

　
　
領

　
　
域

領
域
共
通

看護学研究方法論

看護教育学

看護政策論

２

２

２

２ ２

基

礎

・

地

域

看

護

学

基礎看護学特論

地域・ 在宅看護学特論Ⅰ

地域・ 在宅看護学特論Ⅱ

基礎・ 地域看護学演習

基礎・ 地域看護学特別研究

２

１

１

２

10

２

10

２

８ ８

臨

床

看

護

学

成人期支援看護学特論

高齢期支援看護学特論

女性・ 小児・ 家族支援看護学特論

臨床看護学演習

臨床看護学特別研究

２

２

２

２

10

２

10

２

合　 計 30 30

〈 修士論文コ ース 〉 （ ※令和８ 年度の授業科目です。）

※　 選択Ａ と 選択Ｂ の条件は， 両方満たす必要がある 。

※　 備考欄「 自由科目」 は修了に必要な単位には含ま ない。
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〈 がん看護専門看護師（ CNS） コ ース 〉 （ ※令和８ 年度の授業科目です。）

科目

区分
授業科目の名称

区分
単位数

履修方法
備　 　 　 考

講義 演習 実習 必修 選択

保

健
学

専

攻
共

通

保健学特論 ○ ２ ２

看護倫理学 ○ ２ ２

看護管理学 ○ ２ ２

国際保健医療協力論 ○ ２ ２

情報分析学 ○ １ １

フ ィ ジカルアセス メ ン ト ○ ２ ２

病態生理学 ○ ２ ２

臨床薬理学 ○ ２ ２

教育原理Ⅰ ○ １ 自由科目， 教育学に関する 科目

教育原理Ⅱ ○ １ 自由科目， 教育学に関する 科目

教育心理 ○ ２ 自由科目， 教育学に関する 科目

教育課程・ 教育評価 ○ １ 自由科目， 教育学に関する 科目

教育方法 ○ １ 自由科目， 教育学に関する 科目

看
　
　
護

　
　
学

　
　
領

　
　
域

領

域
共

通

看護学研究方法論 ○ ２ ２

看護教育学 ○ ２ ２

看護政策論 ○ ２ ２

コ ンサルテーショ ン論 ○ ２ ２

基
礎
・
地
域

看
護
学

基礎看護学特論 ○ ２ ２

地域・ 在宅看護学特論Ⅰ ○ １ １

地域・ 在宅看護学特論Ⅱ ○ １ １

臨
床
看
護
学

成人期支援看護学特論 ○ ２ ２

高齢期支援看護学特論 ○ ２ ２

女性・ 小児・ 家族支援看護学特論 ○ ２ ２

専

攻

分
野

専

門

がん病態生理学 ○ ２ ２

がん看護理論 ○ ２ ２

がん看護援助論 ○ ２ ２

がん薬物療法看護 ○ ４ ４

緩和ケア特論 ○ ２ ２

緩和ケア演習 ○ ２ ２

がん看護学実習Ⅰ（ 外来実習） ○ ２ ２

がん看護学実習Ⅱ（ がん看護実践） ○ ２ ２

がん看護学実習Ⅲ（ がん CNS 役割） ○ ２ ２

がん看護学実習Ⅳ（ 病診連携実習） ○ ２ ２

がん看護学実習Ⅴ（ がん看護 CNS 役割実践） ○ ２ ２

がん看護課題研究 ○ ４ ４

合　 　 　 計 46単位以上

※　 備考欄「 自由科目」 は修了に必要な単位には含ま ない。

- 10 -



〈 診療看護師（ NP） コ ース 〉 （ ※令和８ 年度の授業科目です。）

科目

区分
授業科目の名称

区分
単位数

履修方法
備　 　 　 考

講義 演習 実習 必修 選択

保

健
学

専

攻
共

通

保健学特論 ○ ２ ２

保健医療倫理学 ○ ２ ２

看護管理学 ○ ２ ２

国際保健医療協力論 ○ ２ ２

情報分析学 ○ １ １

フ ィ ジカルアセス メ ント ○ ２ ２

病態生理学 ○ ２ ２

臨床薬理学 ○ ２ ２

教育原理Ⅰ ○ １ 自由科目， 教育学に関する 科目

教育原理Ⅱ ○ １ 自由科目， 教育学に関する 科目

教育心理 ○ ２ 自由科目， 教育学に関する 科目

教育課程・ 教育評価 ○ １ 自由科目， 教育学に関する 科目

教育方法 ○ １ 自由科目， 教育学に関する 科目

看
　
　
護

　
　
学

　
　
領

　
　
域

領

域
共

通

看護学研究方法論 ○ ２ ２

看護政策論 ○ ２ ２

看護教育学 ○ ２ ２

コ ン サルテーショ ン 論 ○ ２ ２

基
礎
・
地
域

看
護
学

基礎看護学特論 ○ ２ ２

地域・ 在宅看護学特論Ⅰ ○ １ １

地域・ 在宅看護学特論Ⅱ ○ １ １

臨
床
看
護
学

成人期支援看護学特論 ○ ２ ２

高齢期支援看護学特論 ○ ２ ２

女性・ 小児・ 家族支援看護学特論 ○ ２ ２

専
攻

分
野

専

門

ク リ ティ カルケア特論 ○ １ １

臨床推論 ○ ２ ２

疾病・ 臨床病態概論 ○ ２ ２

医療安全学 ○ ２ ２

特定行為実践（ チーム 医療） ○ ２ ２

Ｎ Ｐ 特論 ○ ２ ２

Ｎ Ｐ 疾病特論 ○ ２ ２

治療のためのＮ Ｐ 特論 ○ ２ ２

診断のためのＮ Ｐ 実践演習 ○ ２ ２

治療のためのＮ Ｐ 実践演習 ○ ２ ２ 演習６ 単位

ＮＰ 統合演習 ○ ２ ２

ＮＰ 統合実習 ○ 19 19

Ｎ Ｐ 課題研究 ○ ４ ４ 課題研究４ 単位

合　 　 　 計 61単位以上

※　 備考欄「 自由科目」 は修了に必要な単位には含ま ない。
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科目

区分
授業科目の名称

単
位
数

分野別履修方法

備　 考理学療法学分野 臨床看護学分野

必修 選択 必修 選択

専
　
攻

　
共

　
通

保健学特論

保健医療倫理学

保健医療管理学

国際保健医療協力論

情報分析学

教育原理Ⅰ

教育原理Ⅱ

教育心理

教育課程・ 教育評価

教育方法

２

２

２

２

１

１

１

２

１

１

２

２

２

２

２

２

自由科目， 教育学に関する 科目

自由科目， 教育学に関する 科目

自由科目， 教育学に関する 科目

自由科目， 教育学に関する 科目

自由科目， 教育学に関する 科目

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

科

学

領

域

領
域
共
通

生活機能学特論

障害保健医療学特論

生活支援技術学特論

２

２

２

２

２

２

２

２

２

理

学

療

法

学

基礎理学療法学特論

病態理学療法学特論

理学療法研究法特論

理学療法学演習

理学療法学特別研究

２

２

２

２

10

２

２

10

作

業

療

法

学

基礎作業療法学特論

病態作業療法学特論

作業療法研究法特論

作業療法学演習

作業療法学特別研究

２

２

２

２

10

２

２

10

合　 計 30 30

（ ※令和８ 年度の授業科目です。）

※　 備考欄「 自由科目」 は修了に必要な単位には含ま ない。

リ ハビリ テーショ ン科学領域

４ ４
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履修方法

　 授業科目は， 講義は２ 単位， 演習は２ 単位， 特別研究は10単位と する 。 ただし ， 特別研究は， 各専門領域の修

士論文テーマに沿っ た研究指導を 行う （「 14-4.各領域・ 分野の研究指導担当教員と 研究テーマ」 参照のこ と ）。 履

修方法は， 次のと おり である 。

　 ⑴　 保健学専攻共通科目のう ち， 保健学特論及び保健医療倫理学計４ 単位は， 必修と する 。 保健医療管理学，

国際保健医療協力論， 情報分析学のう ち２ 単位を 選択科目と し て履修する 。

　 　 　 がん看護専門看護師（ CNS） コ ース は， 看護倫理学， 看護管理学， フ ィ ジカルアセス メ ン ト ， 病態生理学，

臨床薬理学の計10単位を 必修と する 。

　 　 　 診療看護師（ NP） コ ース は， 保健医療倫理学， 看護管理学， フ ィ ジカルアセス メ ン ト ， 病態生理学， 臨床

薬理学の計10単位を必修と する 。

　 　 　

　 ⑵　 学生は指導教員の指導によ っ て各領域の共通科目及び専門科目を履修する 。

　 １ ） 看護学領域

　 　〈 修士論文コ ース 〉

　 　 　 Ⅰ． 領域共通科目のう ち， 選択科目２ 単位を 修得する 。

　 　 　 Ⅱ． 専門科目から 22単位以上（ 指導教員が担当する 専門科目２ 単位， 演習２ 単位， 特別研究10単位の計14

単位， 各分野の選択科目から 計８ 単位以上） を 修得する 。 入学時に研究し たいテーマ， 興味がある テー

マを 学生が設定する 。 関連領域の教員と の話し 合いによ り 指導教員を 決める 。 指導教員の担当する 専門

科目， 演習， 特別研究は必ず履修する 。 各分野の専門科目は， 指導教員の指導の下に選択する 。

　 　 　 Ⅲ． 保健学専攻共通科目と 併せて， 合計30単位以上を 修得する 。

　 　〈 がん看護専門看護師（ CNS） コ ース 〉

　 　 　 Ⅰ． 領域共通科目のう ち， 看護学研究方法論， 看護教育学， コ ン サルテーショ ン 論， 看護政策論の８ 単位

を修得する 。

　 　 　 Ⅱ． がん看護専攻分野専門科目から 24単位（ 講義： 12単位， 演習： ２ 単位， 実習： 10単位）， 及び課題研

究４ 単位（ 学位論文に相当する 特定の課題研究） を 修得する 。

　 　 　 Ⅲ． 保健学専攻共通科目と 併せて， 合計46単位以上を 修得する 。

　 　〈 診療看護師（ NP） コ ース 〉

　 　 　 Ⅰ． 領域共通科目のう ち， 看護学研究方法論， 看護教育学， 看護政策論の６ 単位を 修得する 。

　 　 　 Ⅱ． 基礎・ 地域看護学分野専門科目のう ち， 地域・ 在宅看護学特論Ⅰの１ 単位を修得する 。

　 　 　 Ⅲ． 専攻分野専門科目から 40単位（ 講義： 15単位， 演習： ６ 単位， 実習： 19単位）， 及び課題研究４ 単位

を修得する 。

　 　 　 Ⅳ． 保健学専攻共通科目と 併せて， 合計61単位以上を 修得する 。

　 ２ ） リ ハビ リ テーショ ン 科学領域

　 　 　 Ⅰ． 領域共通科目必修６ 単位を 修得する 。

　 　 　 Ⅱ． 専門科目から 18単位以上（ 所属する 分野から 研究法特論２ 単位， 演習２ 単位， 特別研究10単位の計14

単位， 各分野の選択科目から 計４ 単位以上） を 修得する 。 入学時に研究し たいテーマ， 興味がある テー

マを 学生が設定する 。 関連領域の教員と の話し 合いによ り 指導教員を 決める 。 指導教員の指導の下に修

士論文のテーマに沿っ た履修科目を 決める 。

　 　 　 Ⅲ． 保健学専攻共通科目と 併せて， 合計30単位以上を 修得する 。

　 ３ ） 修了の要件

　 　 　 本研究科に２ 年以上在学し て， 所定の単位を 修得し ， かつ， 必要な論文指導を 受けた上， 修士論文の審査

又は特定の課題についての研究成果の審査及び最終試験に合格する こ と 。

　 　 　 最終試験は公開での口頭発表と し ， 十分な質疑応答を 行う 。

　 ４ ） 学位の授与

　 　 　 本学学位規程の定める と こ ろ によ り ，修士の学位を授与する 。 付記する 専攻分野の名称は（ 看護学）又は（ リ

ハビ リ テーショ ン 科学） と する 。
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1 4 －４ ． 各領域・ 分野の研究指導担当教員と 研究テーマ

領域 分野
職名 氏　 　 　 名

研　 究　 テ　 ー　 マ
E-m ail

看
　
　
　
　
護

　
　
　
　
学

基

礎

・

地

域

看

護

学

教授 工藤 由紀子 ○看護技術の科学的根拠の検証に関する 研究
○医療的ケアに関する 研究
○看護教育に関する 研究yukiko@hs.akita-u.ac.jp

准教授 長岡 真希子 ○保健・ 医療・ 福祉の連携， 情報共有と 管理に関する 研究
○在宅療養支援・ 退院支援に関する 研究
○地域の保健活動に関する 研究nm akiko@hs.akita-u.ac.jp

講師 菊地 由紀子 ○看護師の勤務形態と 健康影響に関する 研究
○看護の職場の有害因子が看護師に与える 健康影響と 安全管理kikuchi@hs.akita-u.ac.jp

講師 杉山 令子 ○がん患者の支援に関する 研究
○看護の労働衛生に関する 研究sugi@hs.akita-u.ac.jp

助教 藤田 智恵 ○地域の互助に関する 研究
○介護予防自主グループの活動に関する 研究tom oef@hs.akita-u.ac.jp

助教 武藤 諒介 ○看護職の勤務形態と 健康影響に関する 研究
○デジタル技術を活用し た看護技術の定量化と 教育に関する 研究m uto@hs.akita-u.ac.jp

助教 須藤 栞 〇看護継続教育に関する 研究
〇看護職者の自己学習支援に関する 研究sutos@hs.akita-u.ac.jp

臨
　
　
床

　
　
看

　
　
護

　
　
学

教授 鈴木 圭子
○高齢期の健康増進と ケアに関する 研究

keiko@hs.akita-u.ac.jp

教授 吉岡 政人 ○癌の診断・ 治療に関する 研究
○糖尿病およ び栄養・ 代謝に関する 研究
○画像解析を用いた研究
○診療看護師（ NP） に関する 研究

m asato@gipc.akita-u.ac.jp

教授 眞壁 幸子 ○整形看護に関する 研究
○国際看護に関する 研究
○地元創生看護学に関する 研究sm aka@hs.akita-u.ac.jp

教授 成田 好美 ○妊婦の歯科保健に関する 研究
〇妊婦の出産不安に関する 研究yoshim i@hs.akita-u.ac.jp

教授 大高 麻衣子 ○子ども の健康、 ケアに関する 研究
○子ども の運動器障害に関する 研究ohtaka@hs.akita-u.ac.jp

教授 丹治 史也 ○男性更年期障害・ メ ンズヘルス に関する 研究
○就労者の健康・ メ ンタ ルヘルス に関する 研究tanji@hs.akita-u.ac.jp

准教授 赤川 祐子 ○がんと 診断さ れた親と その子ども に関する 研究
○若い世代のがんに関する 研究abe0204@hs.akita-u.ac.jp

講師 永田 美奈加 ○高齢者の虐待防止に関する 研究
○高齢者の口腔の健康に関する 研究m inakan@hs.akita-u.ac.jp

講師 利 緑 ○慢性疾患と 共に生き る 人と その家族への支援に関する 研究
○エンド ・ オブ・ ラ イ フ・ ケアに関する 研究
○診療看護師（ NP） に関する 研究m idori@hs.akita-u.ac.jp

講師 工藤 直子
○産褥期の精神的ス ト レ ス に関する 研究

naokoku@hs.akita-u.ac.jp
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領域 分野
職名 氏　 　 　 名

研　 究　 テ　 ー　 マ
E-m ail

看
　
　
護

　
　
学

臨
　
床

　
看

　
護

　
学

助教 髙階 淳子
○がん患者の症状マネジメ ント に関する 研究

jtakagai@hs.akita-u.ac.jp

助教 須田 智美 ○国際看護教育に関する 研究
○災害時の母子保健に関する 研究stom om i@hs.akita-u.ac.jp

助教 齋藤 雅世 〇小児と 家族への支援に関する 研究
〇小児がん看護に関する 研究m saito@hs.akita-u.ac.jp

助教 田中 雄太 ○救急・ 集中治療領域における 緩和ケアに関する 研究
○ICUにおける 終末期看護に関する 研究y.tanaka@hs.akita-u.ac.jp

助教 工藤 光生 〇ク リ ティ カルな状態にある 患者と 家族への看護に関する 研究
〇重症患者のtransitionに関する 研究kouseik@hs.akita-u.ac.jp

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学

理
　
学

　
療

　
法

　
学

教授 竹内 直行 ○動画を用いた動作解析に関する 研究
○脳刺激を用いた脳可塑性誘導および運動学習促進に関する 研究
○新し い運動学習法の開発に関する 研究n-take@hs.akita-u.ac.jp

教授 本郷 道生 ○骨粗鬆症に対する 運動療法に関する 研究
○脊柱側弯症に関する 研究
○運動器疾患に関する 生体力学研究
○診療看護師（ NP） に関する 研究

m hongo@doc.m ed.akita-u.ac.jp

教授 佐竹 將宏 ○呼吸理学療法に関する 研究
○下肢装具に関する 研究
○姿勢・ 動作分析およ び身体活動に関する 研究satake@hs.akita-u.ac.jp

教授 若狭 正彦 ○高齢者に対する 運動介入・ 長期継続効果に関する 研究
○地域づく り によ る 健康増進と 介護予防に関する 研究
○骨格筋培養細胞を用いたス ト レ ッ チ刺激によ る マイ オカイ ン

探索に関する 研究
m asaloco@hs.akita-u.ac.jp

准教授 佐々木 誠 ○呼吸リ ハビリ テーショ ンに関する 研究
○運動に伴う 呼吸循環反応に関する 研究
○日常生活基本動作の運動学・ 運動力学に関する 研究m asasaki@hs.akita-u.ac.jp

准教授 上村 佐知子 ○睡眠と 精神・ 運動機能の関係についての研究
○温泉が人体に及ぼす生理学的変化と その医療的な応用につい

ての研究
○対人援助職の精神的疲労やコ ミ ュ ニケーショ ン ・ ス キルに関

する 研究

uem ura@hs.akita-u.ac.jp

准教授 齊藤 明 ○ス ポーツ理学療法（ 投球・ 着地動作） に関する 研究
○超音波を用いた運動器疾患に関する 研究ptsaito@hs.akita-u.ac.jp

助教 木元 稔 ○３ 次元動作解析装置やIMU（ 慣性センサ） を用いた動作解析
に関する 研究

○AR, VR, MRを理学療法に応用する ための基礎研究
○小児理学療法の評価指標に関する 研究

m inoru-kim oto@hs.akita-u.ac.jp

助教 照井 佳乃 ○ウェアラ ブル端末を用いた歩行分析や身体活動量に関する研究
○脳卒中理学療法・ 呼吸理学療法に関する 研究terui@hs.akita-u.ac.jp
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領域 分野
職名 氏　 　 　 名

研　 究　 テ　 ー　 マ
E-m ail

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学

作
　
業

　
療

　
法

　
学

教授 久米 裕 ○ウ ェ アラ ブル技術を用いた休息活動リ ズムに関する 研究
○地域高齢者の健康増進に関する 研究kum e.yuu@hs.akita-u.ac.jp

准教授 浅野 朝秋 ○認知症高齢者に対する ICTを用いた生活支援に関する 研究
○認知症高齢者に対する デジタ ル認知刺激の効果検証に関する

研究tasano@hs.akita-u.ac.jp

准教授 冨澤 涼子 ○精神障害者のリ カバリ ー支援に関する 量的・ 質的研究
○精神リ ハビリ テーショ ン領域でのテレ ヘルス （ 遠隔医療） に

よ る 介入
○司法領域での作業療法に関する 研究

ryoko-t@hs.akita-u.ac.jp

准教授 吉田 誠 ○運動負荷によ る ヒ ト 毛細血管形態変化の研究
○脳虚血に対する 早期リ ハビ リ 介入の有用性エビデンス 構築の

研究
○診療看護師（ NP） に関する 研究

m yoshida@gipc.akita-u.ac.jp

講師 髙橋 恵一 ○特別支援教育と 作業療法と の連携に関する 研究
○重症心身障害児の福祉機器に関する 研究
○重症心身障害児の摂食嚥下障害に対する 作業療法についての

研究
k-yan@hs.akita-u.ac.jp

講師 小玉 鮎人 〇高齢者の活動 ‐ 休息リ ズムに関する 研究
〇地域在住高齢者における 予防的作業療法に関する 研究ay-kodam a@m ed.akita-u.ac.jp

助教 津軽谷 恵 ○高齢者の生活時間構造と 心身機能・ 社会生活機能についての
研究m egum i@hs.akita-u.ac.jp

助教 菊地 翼 ○身体障害領域での作業療法に関する 研究
○上肢機能（ 肩・ 腕・ 手） に関する 研究t.kikuchi@hs.akita-u.ac.jp

【 事前相談】

　 　 各自の希望研究テーマを ふまえて指導希望（ 予定） 教員に必ず事前に相談し てく ださ い。
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令和９ 年度秋田大学大学院医学系研究科

保健学専攻（ 博士前期課程）　 入学志願票

受験番号
＊記入し ないでく ださ い

受験区分 一般入試 社会人特別入試

志　 望

領　 域 分　 野 事前に相談を し た教員

看護学
基礎・ 地域看護学

臨床看護学

リ ハビリ テーショ ン科学
理学療法学

作業療法学

ふり がな
生年月日

昭和・ 平成

年　 　 　 月　 　 　 日
氏　 名

性　 別 男 　 ・ 　 女

出願資格

大　 学
　 　 　 　 　 　 　 　 　 大学　 　 　 　 　 　 　 学部　 　 　 　 　 　 　 　 　 学科（ 課程等）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　昭和・ 平成・ 令和　  　 年 　 　 月 　 　 卒業・ 卒業見込

大学院
　 　 　 　 　 　 　 　 大学院　 　 　 　 　 　 研究科　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 専攻

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　昭和・ 平成・ 令和　  　 年 　 　 月 　 　 修了・ 修了見込

学位取得
学士（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）　（ 大学評価・ 学位授与機構）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　平成・ 令和　  　 年 　 　 月 　 　 取得・ 取得見込

その他

医療関係免許

免許：  Ｓ ・ Ｈ ・ Ｒ 　 　 年　 　 月 （ №　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

免許：  Ｓ ・ Ｈ ・ Ｒ 　 　 年　 　 月 （ №　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

免許：  Ｓ ・ Ｈ ・ Ｒ 　 　 年　 　 月 （ №　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

長期履修制度 履修期間（ ３ 年・ ４ 年） の長期履修を 　 希望する・ 希望し ない　 　（ 出願時点の希望で選択）

現住所

〒　 　 　 －

電話（ 　 　 　 　 　 －　 　 　 　 　 －　 　 　 　 　 　 　 ）

連絡先

（ 合格通知先）

〒　 　 　 －

電話（ 　 　 　 　 　 －　 　 　 　 　 －　 　 　 　 　 　 　 ）

注 １ ） 太枠内の所要事項を記入のう え， 該当項目に○印ま たは○で囲んでく ださ い。

　  ２ ） 連絡先が現住所と 同じ 場合は「 同上」 と し て差し 支えあり ま せん。

　  ３ ） 裏面の履歴書を必ず記入し てく ださ い。

　  ４ ） がん看護CNSコ ース ， 診療看護師NPコ ース を希望する 場合は， 看護学領域臨床看護学分野を選択し てく ださ い。
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区分 年　 　 月 事　 　 項

学歴

高等学校（ 中等教育学校） 卒業以降の学歴を 記入し てく ださ い。（ 予備校や自宅学習を 除き ま す。）

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 立  高等学校（ 中等教育学校） 卒業

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

職歴

勤務先， 部署及び職名等を 記入し てく ださ い。

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

学会及び社会における 活動・ 経験等（ 該当がある 場合に記入し ， ない場合は「 なし 」 と 記入し てく ださ い。）

氏　 名

履　 　 歴　 　 書
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令和９ 年度秋田大学大学院医学系研究科

令和９ 年度秋田大学大学院医学系研究科

保健学専攻（ 博士前期課程） 受験票

保健学専攻（ 博士前期課程） 写真票

一般・ 社会人 受験番号

＊記入し ないでく ださ い

一般・ 社会人 受験番号
＊記入し ないでく ださ い

志望

領　 域 分　 野

看護学
基礎・ 地域看護学

臨床看護学

リ ハビリ テー
ショ ン科学

理学療法学

作業療法学

ふり がな
生年

月日

昭和・ 平成

　 　 　 　 年 　 月 　 日

氏名 性別 男 ・ 女

志望

領　 域 分　 野

看護学
基礎・ 地域看護学

臨床看護学

リ ハビリ テー
ショ ン科学

理学療法学

作業療法学

ふり がな
生年

月日

昭和・ 平成

　 　 　 　 年 　 月 　 日

氏名 性別 男 ・ 女

注） 受験の際は， 必ず持参し てく ださ い。

写真貼付欄

縦４ ㎝╳ 横３ ㎝

出願前３ か月以内に撮影し た，

正面， 上半身， 無帽のも の

写真貼付欄

縦４ ㎝╳ 横３ ㎝

出願前３ か月以内に撮影し た，

正面， 上半身， 無帽のも の
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（ 受験票裏面）

受験上の注意

試験日程

１ ． 試験当日は， 8 時5 0 分までに入室し てく ださ い。
　  試験室の解錠時刻は， 8 時2 0 分です。

２ ． 試験室では， すべて監督者の指示に従っ てく ださ い。

３  ． 試験室では， 受験票， 筆記用具， 時計（ 計時機能だけ
のも の）， 眼鏡以外の物を， 机の上に置く こ と はでき ま
せん。

４ ． 試験時間中の答案提出は認めません。

試験日： 令和８ 年９ 月2 6 日（ 土）

試験科目等 時間

試験概要説明  8： 5 0 ～  9： 0 0

小　 論　 文  9： 0 0 ～ 1 0： 3 0

面　 　 　 接 1 1： 0 0 ～

 注） 面接の順番は， 当日お知ら せし ます。
なお， 昼休みは設けませんので， 昼食は， 面接

　 　 の待ち時間にと っ てく ださ い。

問い合わせ先　 秋田大学大学院医学系研究科・ 医学部
　 　 　 　 　 　 　 学務課保健学科担当
　 　 　 　 　 　 　 〒 010-8543　 秋田市本道一丁目 1-1
　 　 　 　 　 　 　       　 電話　 018-884-6543
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受験番号
＊記入し ないでく ださ い。

秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻（ 博士前期課程）

研　 究　 希　 望　 調　 書

氏名 志望
領域

分野

次の内容について具体的に記述し てく ださ い。

  １ ．本研究科保健学専攻を志望し た動機

  ２ ．入学後に研究し たいこ と

注） 文書作成ソ フト 使用の場合は， 本様式に倣って作成し てく ださ い。
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00

0 2 2 4 0 7 9 7 3 3

7 9 7 3 3

7 7 3 393 0 0 0 03

口 　 座　 記 　 号 　 番 　 号 千 百 十 万 千 百 十 円

千 百 十 万 千 百 十 円

金  

額

料  

金

備  

考 号
番
号
記
座
口

名
者
入
加

金  

額

ご

　依

　頼

　人

料

　
　
金

備

　
　
考

0 2 2 4 0 3

名
者
入
加

信

通

欄

頼

依

ご

人

＊令和９ 年度検定料

＊ご依頼人欄には志願者本人の名前を 記入し てく ださ い。

医学系研究科保健学専攻（ 博士前期課程）

※必ず窓口で払い込み、 A TM（ 現金自動預払機）は利用し ないでく ださ い。

国 立 大 学 法 人 秋 田 大 学

ゆう ちょ 銀行・ 郵便局専用

おと こ ろ（ 郵便番号　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　）
※

おなま え

（ 電話番号　 　 　 　 　 　 　 ―　 　 　 　 　 　 　 ―　 　 　 　 　 　 　 ）

裏面の注意事項をお読み下さ い。（ ゆう ちょ 銀行）（ 承認番号 仙第9069号）

こ れより 下部には何も 記入し ないでく ださ い。

の
票
各

※

。
い
さ
だ
く
て
し
載
記
て
い
お
に
人
頼
依
ご
、
は
欄
印

様

おと こ ろ
※

おなま え

（ 電話番号　 　 　 　 　 　 　 ―　 　 　 　 　 　 　 ―　 　 　 　 　 　 　 ）

様
日

　
附

　
印

日 　 附 　 印

。
い
さ
だ
く
し
出
お
で
い
な
ら
取
り
切

。
い
さ
だ
く
て
し
押
を
印
正
訂
に
所
箇
の
そ
、
は
合
場
た
し
正
訂
を
項
事
載
記

払　 込　 取　 扱　 票 振替払込請求書兼受領証

口　 　 座
記号番号

加入者名

払込金額

ご依頼人
住所氏名

0 2 2 4 0 3

3 0 0 0 0

国立大学法人秋田大学

国立大学法人秋田大学

千 百 十 万 千 百 十 円

おなま え
※

（ 消費税込み）

円

様

日 附 印

こ の受領証は、 大切に保管し てく ださ い。

※志願者本人の名前を記入し てく ださ い。

（ 承認番号 仙証第193号）

振替払込受付証明書（ お客さ ま 用）

（ ご依頼人　 郵便局・ ゆうちょ銀行　 ご依頼人）

台　 紙

添付用

3 0 0 0 0ＳＡＭＰＬＥ



　（ ご注意）

・ こ の用紙は、機械で 処理し ま すので、

金額を 記入する 際は、枠内にはっ き り と

記入し て く だ さ い。ま た、本票を 汚し た

り 、折り 曲げたり し ないで く ださ い。

・ こ の用紙は、ゆう ち ょ 銀行又は郵便局

の払込機能付き ATM でも ご 利用いた だ

けます。

・ こ の払込書を 、ゆう ち ょ 銀行又は郵便

局の渉外員にお預けになる と き は、引換

えに預り 証を 必ずお受け取り く ださ い。

・ こ の用紙に よ る 、払込料金は、ご 依頼

人様が負担する こ と と なり ま す。

・ ご 依頼人様から ご 提出い た だ き まし

た払込書に記載さ れたおと こ ろ 、おな ま

え等は、加入者様に通知さ れま す。

・ こ の受領証は、払込みの証拠と な る も

のですから 大切に保管し てく ださ い。

収 入 印 紙

課税相当額

以上

貼　 　 　 付

印
こ の場所には、 何も 記載し ないでく ださ い。
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検定料振替払込受付証明書  貼付台紙

受験番号
＊記入し ないでく ださ い。

氏　 名

志願研究科 医学系研究科保健学専攻

検定料振替払込受付証明書

貼　 付　 欄

検定料を、 所定の払込用紙により ゆう ちょ 銀行又は郵便局

の窓口で払込み、 ゆう ち ょ 銀行又は郵便局から 渡さ れる  

「 振替払込受付証明書」 に日付印が押印さ れている こ と を
確認の上、 こ の台紙に貼っ てく ださ い。   
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受験番号
＊記入し ないでく ださ い。

秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻（ 博士前期課程）

業績・ 職務調書

氏名 志望
領域

分野

研究業績（ 著書・ 論文・ 発表等）

論文の場合は， 論文名， 著者名， 掲載誌名， 巻， 最初と 最後の頁， 発表年を記入し てく ださ い。

職務における 実績（ 研修会講師（ 院内・ 院外）・ 大学における 非常勤講師・ 実習指導等）

その他（ 職務に関する 実績）

注） 文書作成ソ フト 使用の場合は， 本様式に倣って作成し てく ださ い。
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令和 9 年度秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻（ 博士前期課程）

出願資格認定申請書

秋田大学大学院医学系研究科長　 　 殿

「 申請者」

志望領域

志望分野

氏　 名

生年月日 昭和・ 平成　 　 　 年　 　 　 月　 　 　 日

電話番号

下記のと おり 関係書類を添えて， 出願資格の認定を申請し ま す。

記

認定を希望する 出願資格
（ 右欄のと ちら かに○をし てく ださ い）

出願資格※⑨ 出願資格※⑩

提出書類

□ 成績証明書

□ 在学証明書

□ 推薦書

□ 審査結果通知用封筒

□ 最終学校の成績証明書

□ 最終学校の卒業証明書

□ 最終学校の規程等

□ 在職期間証明書

□ 業績・ 職務調書

□ 審査結果通知用封筒

注 １ ） 裏面の履歴事項を記入し てく ださ い。

２ ） 提出書類の詳細については， 募集要項（ ４ 頁） 記載のと おり です。
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区分 年　 　 月 事　 　 項

学歴

高等学校（ 中等教育学校） 卒業以降の学歴を 記入し てく ださ い。（ 予備校や自宅学習を 除き ま す。）

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 立  高等学校（ 中等教育学校） 卒業

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

職歴

勤務先， 部署及び職名等を記入し てく ださ い。

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

昭・ 平・ 令　 　 年　 　 　月

学会及び社会における 活動・ 経験等（ 該当がある 場合に記入し ， ない場合は「 なし 」 と 記入し てく ださ い。）

氏名

履 歴 書
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郵便
番号

住所

氏名 様

受　 験　 番　 号

郵便
番号

住所

氏名 様

受　 験　 番　 号

様

こ
こ
を
切
り
は
な
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
名
票
（
合
格
通
知
書
送
付
用
）

　
○
住
所
は
合
格
通
知
書
等
を
受
け
取
る
場
所
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
○
氏
名
は
必
ず
本
人
の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
○
受
験
番
号
欄
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
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様

4 1 0 円分の切手を

貼ってく ださ い。

速　 達

〒010－8543

秋田市本道一丁目1 の1

秋田大学大学院
医学系研究科保健学専攻

受
験
票
在
中

（
住
　
所
）

都道
府県

令和　 　 年　 　 月　 　 日
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差

出

人

住 所

氏 名

〒

秋

田

市

本

道

一

丁

目

一

―

一

秋
田
大
学
大
学
院

　
医
学
系
研
究
科
・
医
学
部

　
　
学
務
課
保
健
学
科
担
当
　
御
中

０ ０ 8 5 4 31

簡
易
書
留

速　 達

「
大

学

院

出

願

書

類

」 

在

中

切手を貼って

く ださ い。
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Ｓ＝１／２,５００

外　来　棟

ｻｰｸﾙ棟

医学図書館

ＲＩ排水処理施設

秋田大学医学部・附属病院構内配置図

看護師宿舎

女
子
学
生
寮

宿　　舎

総合運動場

ｻｰｸﾙ棟

テニスコート

ＭＲＩ棟

駐　車　場
（外来者用）

特高受変電室

環境安全センター

保育所

ＲＩ排水処理施設

霊堂

液酸タンク

中央診療棟

宿　　舎

宿　　舎

宿　　舎

（北）

学生実習棟

基礎
講義棟

(動物実験部門)

(放射性同位元素部門)

保健学科棟

基礎医学研究棟

体 育 館

エネルギーセンター

第二病棟

駐　車　場

駐　車　場
（職員用･その他用）PET-CT棟

駐　車　場
（職員用）

駐　車　場
（職員用）

病院駐車場
（外来者用）

厨房棟

駐　車　場
（職員用）

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ教育ｾﾝﾀｰ

仮設駐車場
（職員用）

発電機室

（東）

病院立体駐車場

（ﾍﾘﾎﾟｰﾄ）

（外来者用）

受水槽

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ教育･研究ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

(分子医学部門)

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ教育･研究ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ室

高度感染症
ユニット棟

本道40周年
記念会館

駐　車　場
（職員用）

受水槽

第一病棟

   
附 属 病 院

病院駐車場

（外来者用）
病院立体駐車場管理棟２

管理棟１

（外来者用）

臨床医学研究棟（南）

高エネルギー棟

Ｎ

車
庫

本道会館

病院正門 医学系研究科正門

(

バ
ス
停)

(外部通路) 入構ゲート
医学部

入口
出口

入口

入口出口

出入口

入口

出口

医学部
入構ゲート

医
学
系
研
究
棟

車
庫

秋田大学 構内配置図
大学院医学系研究科・ 医学部

医 学 部 附 属 病 院

秋田駅 のり ば 路　 　 　 　 　 線 下　 　 車

西　 口

1 2 番 手形山大学病院線

大学病院前
1 1 番

赤沼線

太平線

松崎団地線

東　 口 ２ 番 赤沼線

○バス（ 秋田駅から ）

事務室
（ ２ 階）

入学試験場

大学病院前

（ バス停）

〈 試験場案内図〉
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